
（佐賀県）

市 政 ル ポ 嬉
う れ し の

野市

１
０
０
年
の
念
願
「
新
幹
線
開
業
後
」
の
ま
ち
づ
く
り
!!

官
学
民
の
連
携
で
推
進
す
る
持
続
可
能
な
近
未
来
の
構
築

村
むらかみだいすけ

上大祐
嬉野市長

（嬉野温泉駅前にて）

「
１
０
０
年
の
念
願
」成
就
は 

「
次
の
１
０
０
年
」へ
の
出
発
点

　

佐
賀
県
南
西
部
に
位
置
す
る
嬉
野
市
は
、
平
成
18

（
２
０
０
６
）年
１
月
１
日
、
旧
藤ふ
じ
つ
ぐ
ん

津
郡
嬉う

れ
し
の
ま
ち

野
町
・
同

塩し
お
た
ち
ょ
う

田
町
の
２
町
合
併
に
よ
り
、
新
市
と
し
て
の
歩
み

を
開
始
し
た
。
嬉
野
町
と
塩
田
町
は
、
江
戸
時
代
に

旧
豊ぶ
ぜ
ん前

国
・
小
倉
と
旧
肥
前
国
・
長
崎
を
結
ん
だ
長

崎
街
道
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
宿
場
町
（
嬉
野
宿
・

塩
田
宿
）と
し
て
共
に
栄
え
た
歴
史
を
持
つ
。

　

長
崎
街
道
は
九
州
全
域
の
大
名
家
に
よ
る
参
勤
交

代
、
長
崎
・
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
よ
る
江
戸

参
府
の
旅
な
ど
の
主
要
街
道
で
も
あ
り
、
小
倉
～
長

崎
間
の
全
長
57
里（
２
２
４
㎞
弱
）の
街
道
筋
に
、
25

の
宿
場
町
を
形
成
し
た
。

　

そ
の
う
ち
嬉
野
宿
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
栽
培

さ
れ
て
き
た
嬉
野
茶（
う
れ
し
の
茶
）の
産
地
、
戦
国

時
代
末
期
か
ら
生
産
が
始
ま
っ
た
陶
磁
器
・
肥
前
吉

田
焼
の
産
地
、
名
湯
・
嬉
野
温
泉
を
擁
す
る
温
泉
町

と
し
て
も
繁
栄
し
た
。

　

や
は
り
陶
磁
器（
志
田
焼
）の
里
で

知
ら
れ
た
塩
田
宿
は
、
長
崎
街
道
の

脇
往
還
・
塩
田
道
の
起
点
と
し
て
も

繁
栄
し
た
。
ま
た
、
嬉
野
宿
・
塩
田

宿
を
貫
流
し
、
有
明
海
に
注
ぐ
塩
田

川
の
川
湊
・
塩し
お
た
つ

田
津
は
、
周
辺
で
産

出
さ
れ
る
焼
き
物
（
志
田
焼
、
肥
前

吉
田
焼
、
有
田
で
産
す
る
伊
万
里
焼

／
有
田
焼
な
ど
）
や
、
嬉
野
茶
な
ど

農
産
物
の
物
流
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
果
た
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
の
下
、
塩

田
町
地
区
の
中
心
部
に
は
、
当
時
の
繁
栄
を
伝
え

る
白
壁
造
り
の
町
家
（
白
し
っ
く
い
の
居い
ぐ
ら
や

蔵
家
）
や

豪
商
の
館
、
古
寺
社
な
ど
が
保
全
さ
れ
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
に
は
国
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嬉
野
町
地
区
に
は

茶
畑
風
景
や
伝
統
的
で
閑
雅
な
雰
囲
気
の
温
泉
街
が

保
持
さ
れ
て
お
り
、
両
地
区
は
、
誰
も
が
懐
か
し
さ

を
覚
え
る「
レ
ト
ロ
な
ま
ち
並
み
」が
観
光
客
の
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
際
立
っ
た
個
性
の
両
地
区
を
合
わ
せ

持
つ
嬉
野
市
は
、
多
彩
な
観
光
資
源
・
地
域
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
半
面
、
両
地
区
を
一
つ

の
エ
リ
ア
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
恵
ま
れ

た
観
光
資
源
・
地
域
資
源
を
有
機
的
に
活
用
し
つ
つ
、
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回
遊
性
の
実
現
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展
を
図
っ

て
い
く
の
に
不
可
欠
な
、
両
地
区
を
つ
な
ぎ
、
ハ
ブ

的
な
役
割
を
果
た
す「
決
定
的
な
交
流
拠
点
」の
存
在

が
、
こ
れ
ま
で
は
足
り
な
か
っ
た
。

　

だ
が
現
在
、
国
道
34
号
（
鳥
栖

市
～
長
崎
市
を
結
ぶ
旧
長
崎
街
道

の
一
部
に
相
当
）
沿
い
の
、
嬉
野

町
地
区
と
塩
田
町
地
区
の
ほ
ぼ
中

間
点
に
当
た
る
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
両
地
区
を
結
ぶ
《
第
三
の
都

市
核
》
と
も
言
う
べ
き
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
づ
く
り
、
内
外
の
訪
問
客

の
観
光
交
流
拠
点
と
な
る
全
く
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
つ
ち
音
も

高
ら
か
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

第
三
の
都
市
核
の
主
軸
を
成
す

の
は
、
令
和
４（
２
０
２
２
）年
９

月
23
日
に
暫
定
開
業
（
博
多
駅
～

長
崎
駅
を
結
ぶ
九
州
新
幹
線
・
西

九
州
ル
ー
ト
約
１
４
３
㎞
の
う
ち
武
雄
温
泉
駅
～
長

崎
駅
間
約
66
㎞
が
先
行
開
業
）
し
た
西
九
州
新
幹
線

と
、
新
駅
・
嬉
野
温
泉
駅
の
存
在
だ
。
今
後
は
、
嬉

野
町
地
区
と
塩
田
町
地
区
を
結
ぶ
ハ
ブ
的
役
割
だ
け

で
な
く
、
全
国
主
要
都
市
と
嬉
野
市
を
結
ぶ
交
流
結

節
点
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
嬉
野
市
民
に
と
っ
て
、
西
九
州
新
幹
線

の
暫
定
開
業
と
嬉
野
温
泉
駅
の
供
用
開
始
は
、
ま
さ

に『
１
０
０
年
の
念
願
』が
か
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
村
上
大
祐
嬉
野
市
長
だ
。
村
上

市
長
は
、
広
島
県
尾
道
市
出
身
で
九
州
大
学
に
進

学
。
卒
業
後
は
佐
賀
新
聞
社
の
記
者
、
同
伊
万
里
支

局
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年
１
月
の

嬉
野
市
長
選
に
出
馬
し
、
35
歳
で
当
選
。
取
材
時
の

本
年
２
月
か
ら
、
２
期
６
年
目
に
入
っ
た
。

　
「
実
は
現
在
の
嬉
野
市
エ
リ
ア
に
は
、
大
正
４

（
１
９
１
５
）年
に
開
業
し
て
、
昭
和
６（
１
９
３
１
）

年
に
廃
線
と
な
っ
た
私
鉄
《
肥
前
電
気
鉄
道
》（
嬉
野

駅
～
塩
田
駅
間
、
９
駅
・
約
９
・
８
㎞
）が
走
っ
て
い

ま
し
た
。
肥
前
電
気
鉄
道
は
長
崎
本
線
（
鳥
栖
駅
～

長
崎
駅
間
・
約
１
２
３
㎞
）と
連
結
す
る
計
画
も
立
て

ら
れ
認
可
を
得
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
恐
慌
に
よ
る

景
気
の
悪
化
や
、
バ
ス
路
線
と
の
競
合
に
伴
う
利
用

者
減
な
ど
に
よ
り
、
短
期
間
で
廃
業
の
憂
き
目
を
見

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」（
村
上
市
長
）

　

さ
ら
に
、
肥
前
電
気
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
以
前
、

全
国
各
地
に
鉄
道
路
線
が
続
々
誕
生
し
て
い
っ
た
明

治
時
代
後
半
、
嬉
野
に
も
幹
線
鉄
道
・
長
崎
本
線
を

延
伸
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
当
時

の
嬉
野
の
人
々
に
は
、
鉄
道
が
で
き
る
と
、
嬉
野
温

泉
へ
の
湯
治
客
が
素
通
り
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
、
結
果
的
に
反
対
論
の
意
見

が
大
勢
を
占
め
、
鉄
道
敷
設
の
話
は
立
ち
消
え
に

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
対
す
る
後
悔
は
世
代
を
超
え

て
語
り
継
が
れ
、
特
に
明
治
時
代
の
長
崎
本
線
延
伸

計
画
の
消
滅
に
つ
い
て
は
、
昭
和
前
半
期
編
さ
ん
の

『
嬉
野
町
史
』に『
百
年
の
悔
い
を
残
し
た（
※
原
文
マ

マ
）』と
の
文
言
が
記
さ
れ
た
ほ
ど
だ
と
い
う
。

　
「
し
か
し
、
今
つ
い
に
、
１
０
０
年
来
の
念
願
で

あ
る
幹
線
鉄
道
お
よ
び
鉄
道
駅
の
誘
致
が
か
な
い
ま

し
た
。
し
か
も
、
将
来
的
に
は
博
多
と
長
崎
を
直
結

す
る
、
九
州
新
幹
線
・
西
九
州
ル
ー
ト
（
西
九
州
新

幹
線
）
の
停
車
駅
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
西
九
州

ル
ー
ト
が
全
通
す
れ
ば
、
嬉
野
温
泉
駅
は
博
多
駅
・

熊
本
駅
・
鹿
児
島
中
央
駅
な
ど
を
結
ぶ
九
州
新
幹
線

（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）と
の
連
携
で
、
九
州
全
域
を
網
羅

本年2月11日開催「嬉野温泉駅まつり」には大勢の市民が駆け付け、新
幹線開業を改めて祝った

嬉野温泉駅に停車中の西九州新幹線「かもめ号」の雄姿

白しっくいの町家や蔵が建ち並ぶ「塩田津」のまち並み

嬉野市

佐賀市
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す
る
高
速
鉄
道
網

に
組
み
込
ま
れ
ま

す
。
東
海
道
・
山

陽
新
幹
線
や
東

北
・
上
越
・
北
陸
・

北
海
道
新
幹
線
と

つ
な
が
る
、
日
本

全
域
を
網
羅
し
た

新
幹
線
網
の
一
員

と
し
て
も
位
置
付

け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に

今
、
こ
の
時
代
を

生
き
る
私
た
ち

は
、
先
人
た
ち
が

渇
望
し
て
き
た

『
積
年
の
想
い
』の

成
就
を
、
た
だ
享

受
す
る
だ
け
で
な

く
、
西
九
州
新
幹

線
の
開
業
を
軸

に
、
わ
が
ま
ち
の

『
次
の
１
０
０
年

間
』
に
向
け
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
《
未
来

構
想
》
を
し
っ
か

り
と
打
ち
立
て
、

実
践
し
て
い
く
責

務
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
」（
村
上
市
長
）

同
時
多
発
的
に
展
開
さ
れ
る 

「
新
幹
線
開
業
後
」の
ま
ち
づ
く
り

　

西
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
～
嬉
野
温
泉
～
新
大

村
～
諫
早
～
長
崎
）
の
暫
定
開
業
が
「
令
和
４
年
秋
」

と
決
ま
っ
た
の
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
の
こ
と
。

そ
れ
以
前
は
、
開
業
時
期
が
幾
度
も
変
更
さ
れ
る
な

ど
情
報
が
錯さ
く
そ
う綜

す
る
中
、
嬉
野
市
は
「
武
雄
温
泉
～

嬉
野
温
泉
～
諫
早
間
」
の
部
分
着
工
認
可
が
下
り
た

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
３
月
に
、「
新
幹
線
嬉
野
温

泉
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
。
嬉
野
温
泉
駅

か
ら
嬉
野
町
地
区
の
既
成
市
街
地
ま
で
の
区
域（
11
・

４
ha
）で
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手
し
た（
駅
周

辺
部
分
は
約
２
ha
）。

　

そ
の
後
、
平
成
24（
２
０
１
２
）年
６
月
に「
諫
早

～
長
崎
間
」
の
着
工
が
認
可
さ
れ
、
西
九
州
新
幹
線

暫
定
開
業
の
全
工
区
の
事
業
概
要
が
整
っ
た
の
を
受

け
、
嬉
野
温
泉
駅
周
辺
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
構
想

を
検
討
す
る
官
学
民
協
働
の
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
委
員
長
／
佐
賀
大
学
理
工
学
部
・
三
島
伸
雄
教
授
）」

が
、
平
成
26（
２
０
１
４
）年
度
に
発
足
。
土
地
区
画

整
理
事
業
と
並
行
し
て
、
開
発
の
方
向
性
を
固
め
る

議
論
を
平
成
28（
２
０
１
６
）年
度
ま
で
徹
底
的
に
重

ね
、
駅
周
辺
整
備
の
基
本
ス
キ
ー
ム
を
完
成
さ
せ

た
。

　
「
嬉
野
温
泉
駅
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
嬉
野
市

で
は
『《
健
康
と
癒
し
の
ま
ち
》
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
』
と
す
る
と
い
う

方
針
の
下
、
全
て
を
官
学
民
連
携
で
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
嬉
野
市
が
主
体
と
な
る
の
は
、
観
光
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
担
う
観
光
交
流
施
設
や
駅

前
広
場
、
公
園
の
整
備
な
ど
で
、
民
間
主
導
の
事
業

と
し
て
は
、
宿
泊
施
設
、
飲
食
施
設
、
特
産
品
販
売

所
の
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
」（
村
上
市
長
）

　

施
設
整
備
の
現
況
は
、
嬉
野
市
が
主
体
の
観
光
文

化
交
流
施
設《
ま
る
く
ア
イ
ズ
》や
手
湯
・
足
湯
付
き

公
園
、
休
憩
所
と
道
路
情
報
・
観
光
情
報
を
提
供
す

る
施
設
な
ど
の
整
備
が
完
成
済
み
だ
。

　

さ
ら
に
一
帯
全
域
が
、
令
和
４
年
２
月
に《
道
の
駅

う
れ
し
の 

ま
る
く
》
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。《
道
の
駅

う
れ
し
の 

ま
る
く
》《
ま
る
く
ア
イ
ズ
》の《
ま
る
く
》

15世紀半ばに栽培が始まった嬉野茶は独自の釜いり技術による製茶で瞬く間
に日本の代表的なお茶に

嬉野茶に触れ、学び、味わい、体感できる「うれしの茶交流館 チャオシル」は
平成30年オープン

地元のカフェが運営するカフェ＆特産物販売施設「アップリフト シモジュク」
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（佐賀県）

は
、「
丸
く
、
円
く
」と
ド
イ
ツ
語
の「
市
場（
マ
ル
ク

ト
／
英
語
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
）」に
由
来
す
る
と
い
う
。

　
《
道
の
駅
う
れ
し
の 

ま
る
く
》
は
、
画
期
的
な
道

の
駅
と
し
て
も
、
関
係
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
手
ぶ
ら
観
光
を
掲
げ
、
手
荷
物
を
宿

泊
先
に
５
０
０
円
で
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
ス
マ

ホ
決
済
で
借
り
ら
れ
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ
た
観
光
案

内
な
ど
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
道
の
駅
を
単
な
る
物
販
・
飲
食
の
集
積

施
設
で
な
く
、《
健
康
と
癒
し
の
ま
ち
・
嬉
野
市
》
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
、

地
域
観
光
の
玄
関
機
能
に
徹
し
た
形
で
整
備
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
だ
。
道
の
駅
へ
の
集
客

と
同
等
以
上
に
、
嬉
野
市
の
力
点
は
、
市
内
外
へ
の

回
遊
性
の「
起
点
創
出
」に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
。

　

民
間
主
導
の
整
備
事
業
で
は
、
飲
食
や
特
産
品
販

売
の
《
ア
ッ
プ
リ
フ
ト 

シ
モ
ジ
ュ
ク
》
が
完
成
済
み

だ
。
今
夏
に
は
、《
積
水
ハ
ウ
ス
》が
施
工
し
、
ア
メ

リ
カ
の
ホ
テ
ル
大
手
《
マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
》が
運
営
す
る
、
ホ
テ
ル《
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
》が
開
業
の
予
定
だ
。

　
「
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
併
設
し
な
い
宿
泊
特
化
型
の
ホ

テ
ル
で
す
。
駅
前
整
備
に
お
け
る
《
健
康
と
癒
し
の

ま
ち
》
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
の
理

念
を
体
現
し
た
ホ
テ
ル
、
と
も
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、

こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
旅
行
者
の
方
々
に
は
、
こ
こ

を
起
点
に
食
事
や
買
い
物
は
駅
前
の
施
設
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
。
さ
ら
に
観
光
情
報
や
道
路
情
報
も
駅

前
で
ゲ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
き
、
嬉
野
温
泉
や
塩
田
津

方
面
へ
の
旅
に
出
発
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
」（
村
上
市
長
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
共
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
が
本
格
化
し
始
め
て
い
る
現
在
、
長
崎
港
へ
の

外
国
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の
復
活
や
、
長
崎
経
由
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
期
待
も
膨
ら
む
。
そ
の
際
に

も
、
こ
の
宿
泊
特
化
型
ホ
テ
ル
は
新
た
な
観
光
風
景

を
も
た
ら
し
そ
う
だ
。

　

例
え
ば
、
嬉
野
市
は
昨
年
11
月
、
嬉
野
温
泉
駅
前

で
最
新
の
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
自
動
運
転
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
な
ど
、
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
試
乗
会
（
未
来

技
術
地
域
実
装
事
業
）
を
行
っ
た
。
内
外
の
観
光
客

が
、
嬉
野
温
泉
駅
を
起
点
に
、
自
動
運
転
の
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
で
市
内
の
レ
ト
ロ
な
ま
ち
並
み
を
訪
れ

る
光
景
は
、
想
像
す
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

新
幹
線
と
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
が
導
く 

現
代
・
近
未
来
版「
長
崎
街
道
」の
繁
栄

　

西
九
州
新
幹
線
の
開
業
は
、
令
和
２
年
６
月
19
日

付
け
で
文
化
庁
か
ら
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
《
砂
糖

文
化
を
広
め
た
長
崎
街
道
～
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
～

（
以
下
、
日
本
遺
産
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
）》
に
関
連
す

る
取
り
組
み
を
、
よ
り
一
層
活
性
化
さ
せ
る
契
機
に

な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

小
倉
～
長
崎
を
結
ぶ
長
崎
街
道
は
、
単
な
る
幹
線
街

道
で
は
な
か
っ
た
。
参
勤
交
代
の
大
名
も
利
用
し
、

長
崎
・
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
、
不
定
期
的
に

令和2年の日本遺産シュガーロード認定記念スイーツの一つ「うれしのの
どらむすこ」（どら焼き）

今夏に開業予定の宿泊特化型ホテル「フェアフィールド・バイ・マリオット」
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江
戸
参
府
す
る
際
の
主
要
街
道
と
し
て
も
機
能
し

た
。
そ
の
た
め
、
長
崎
か
ら
は
西
洋
貿
易
経
由
で
、

小
倉
か
ら
は
中
国
貿
易
経
由
で
到
来
し
た
菓
子
な
ど

が
同
時
に
行
き
来
し
、
当
時
の
日
本
で
は
ぜ
い
た
く

品
だ
っ
た
砂
糖
を
多
用
す
る
文
化
が
、
浸
透
す
る
要

因
に
も
な
っ
た
。
日
本
遺
産
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
の
参

加
都
市
（
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
連
絡
協
議
会
／
長
崎
県

長
崎
市
、
同
諫
早
市
、
同
大
村
市
、
佐
賀
県
嬉
野
市
、

同
小
城
市
、
同
佐
賀
市
、
福
岡
県
飯
塚
市
、
同
北
九

州
市
）
に
は
、
江
戸
時
代
に
到
来
し
た
外
国
由
来
の

砂
糖
菓
子
や
、
砂
糖
を
多
用
し
た
伝
統
料
理
な
ど
が

今
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
嬉
野
市
の
場
合
に
は
、
伝
統

的
な
砂
糖
菓
子
「
金き
ん
か
と
う

華
糖
」
や
「
逸い

っ
こ
こ
う

口
香
」、
砂
糖
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
正
月
料
理
の
「
ふ
な
ん
こ
ぐ
い
」、

砂
糖
を
熱あ
つ
か
ん燗

の
酒
に
入
れ
た「
砂
糖
酒
」な
ど
だ
。

　

西
九
州
新
幹
線
が
全
通
す
れ
ば
、
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー

ド
連
絡
協
議
会
の
全
て
の
都
市
と
の
連
携
に
よ
る
広

域
観
光
が
、
よ
り
一
層
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
は
ず
だ
。
実
際
、「
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
を
起

点
に
、
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
を
巡
る
ツ
ア
ー
企
画
も
活

発
に
動
き
出
し
て
お
り
、
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
に
ま
つ

わ
る
独
自
の
砂
糖
文
化
が
再
び
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ

り
ま
す
」（
村
上
市
長
）

　

西
九
州
新
幹
線
開
業
は
沿
線
５
市
の
広
域
連
携
も

活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
令
和
４
年
９
月
１
日
に
は
、

長
崎
市
、
大
村
市
、
諫
早
市
、
嬉
野
市
、
武
雄
市
の

共
同
企
画
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
の
開
業
記
念

切
手
が
長
崎
県
・
佐
賀
県
内
で
限
定
発
売
さ
れ
た
。

沿
線
５
市
の
広
域
連
携
は
本
年
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
や
夏
休
み
な
ど
を
経
て
、
よ
り
活
発
化
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
西
九
州
新
幹
線
の
開
業
や
日
本
遺

産
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
を
要
因
と
す
る
広
域
的
取
り
組

み
を
見
て
い
く
と
、
西
九
州
新
幹
線
は
「
現
代
・
近

未
来
版
の
長
崎
街
道
」
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
村
上
市
長
の
市
長
就
任
（
平
成
29
／

２
０
１
７
年
度
末
）
は
、
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
構
築
す
る
「
嬉
野
温
泉

駅
周
辺
整
備
」
の
基
本
ス
キ
ー
ム
を
、
官
学
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
平
成
28
年
度
に
完
成
さ
せ

た
翌
年
度
の
こ
と
だ
。
こ
の
と
き
の
市
長
選
は
、
嬉

野
市
民
に
と
っ
て
「
１
０
０
年
来
の
念
願
」
で
あ
る

「
鉄
道
＝
西
九
州
新
幹
線
開
業
後
の
ま
ち
づ
く
り
」の

け
ん
引
役
を
誰
に
委
ね
る
か
と
い
う
、
非
常
に
重
大

な
選
択
だ
っ
た
。
そ
の
選
挙
に
35
歳
の
若
さ
で
、
村

上
市
長
が
あ
え
て
新
聞
社
を
退
社
し
て
ま
で
、
出
馬

を
決
意
し
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。

　
「
私
が
地
元
紙
の
記
者
に
な
っ
た
平
成
18
年
春
は
、

嬉
野
市
が
誕
生
し
た
直
後
の
こ
と
。
以
来
、
客
観
的

に
見
守
り
続
け
て
き
た
嬉
野
市
の
数
々
の
魅
力
に
ひ

か
れ
、
私
は
嬉
野
市
に
居
を
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て

《
嬉
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
》の

策
定（
平
成
27
／
２
０
１
５
年
）に
、
市
内
在
住
の
民

間
委
員
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
で
、
改
め
て
嬉
野
市

の
多
様
な
可
能
性
に
気
付
き
ま
し
た
。
折
し
も
そ
こ

に
、
西
九
州
新
幹
線
と
嬉
野
温
泉
駅
の
誕
生
と
い
う

重
大
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
分

岐
点
に
当
た
り
、
大
好
き
な
嬉
野
市
の
近
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
、
記
者
生
活
で
培
っ
た
経
験
を
還
元

し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。
そ
う
思
っ
た
の

で
す
」（
村
上
市
長
）

女性活躍社会推進を目指す嬉野市は「女子野球タウン構想」に基づき女子
野球も応援（九州女子硬式野球リーグ交流事業風景）

嬉野オフィスビルへの入居企業は嬉野市との立地協定締結が条件。地域に
根付く意志を持つ企業だけが入れる

建設中から問い合わせが殺到するなど大人気!!　嬉野駅に隣接する「嬉野オ
フィスビル（企業誘致ビル）」
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嬉野市　市 政 ル ポ

（佐賀県）

　

西
九
州
新
幹
線
開
業

後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

緒
に
就
い
た
ば
か
り

だ
。
第
三
の
都
市
核
を

創
る
駅
周
辺
の
整
備
だ

け
で
も
、
完
遂
す
る
ま

で
に
は
か
な
り
の
時
間

を
必
要
と
す
る
。
し
か

し
、
西
九
州
新
幹
線
お

よ
び
嬉
野
温
泉
駅
の
開

業
、
駅
周
辺
や
ま
ち
な

か
で
始
ま
っ
た
整
備
事

業
が
も
た
ら
す
刺
激
の
効
果
は
、
観
光
面
以
外
に
も

既
に
多
方
面
で
表
面
化
し
始
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
嬉
野
温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業
エ
リ
ア
の

一
角
に
、
令
和
２
年
建
設
の
嬉
野
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

（
企
業
誘
致
ビ
ル
）が
あ
る
。
こ
の
ビ
ル
建
設
事
業
は

前
出
の
総
合
戦
略
策
定
の
際
に
、
民
間
委
員
と
し
て

村
上
市
長
が
提
言
し
た
企
画
が
基
に
な
っ
て
い
る
。

全
７
区
画
中
６
区
画
が
入
居
済
み
ま
た
は
入
居
予
定

（
Ｉ
Ｔ
企
業
４
社
）で
、
残
り
わ
ず
か
１
区
画
と
い
う

人
気
ぶ
り
だ（
※
本
年
２
月
時
点
）。

　

ま
た
、
本
年
８
月
の
将
棋
タ
イ
ト
ル
戦
「
伊
藤
園

お
～
い
お
茶
杯
第
64
期
王
位
戦
」（
藤
井
聡
太
王
位
の

防
衛
戦
）
の
会
場
で
、
嬉
野
温
泉
を
代
表
す
る
老
舗

旅
館
・
和
多
屋
別
荘
で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
開
設
。
市
外
企
業
の

誘
致
活
動
を
独
自
に
実
施
す
る
な
ど
、
西
九
州
新
幹

線
開
業
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
呼
応
す
る
地
元
企
業
の

事
例
も
続
出
し
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
西
九
州
新
幹
線
の
開
業
前
、
昨
年
６
月
に

公
開
さ
れ
た
東
洋
経
済
新
報
社
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
２
２
」（
子
育
て
編
）
に
お
い
て
、
嬉
野
市

は
全
国
17
位（
佐
賀
県
内
１
位
）と
な
っ
て
い
る
。
嬉

野
市
は
、
子
育
て
世
代
か
ら
の
注
目
を
既
に
集
め
て

い
る
訳
だ
が
、
昨
年
10
月
か
ら
は
「
英
語
を
シ
ャ

ワ
ー
の
よ
う
に
浴
び
、
使
え
る
英
語
を
獲
得
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
授
業（
小
学
校
）も
始
ま
っ
た
。

　

Ｄ
Ｘ
や
Ｂ
Ｐ
Ｒ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
導
入
へ
の
取
り

組
み
を
中
心
に
、
先
端
技
術
の
積
極
的
な
活
用
、
い

ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
合
理
化
に
よ
る
市
役
所
の
組
織

的
な
体
質
改
善
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

先
端
技
術
を
用
い
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
塩
田

町
宮
ノ
元
地
区
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
施
設
園
芸
団

地「
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
宮
ノ
元
」（
全
９
区
画
）事
業
も

注
目
さ
れ
る
。
こ
の「
全
国
最
先
端
の（
農
業
）技
能

集
積
団
地
を
目
指
す
取
り
組
み
」（
村
上
市
長
）で
は
、

昨
年
７
月
に
１
区
画
だ
け
先
行
入
植
し
た
ト
マ
ト
農

家
（
入
植
者
は
Ｊ
Ａ
さ
が
が
運
営
す
る
高
度
研
修
施

設
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
出
身
が
条
件
）
が
、

昨
年
末
に
記
念
す
べ
き
初
収
穫
に
こ
ぎ
つ
け
て
い

る
。
本
年
度
中
に
は
、
全
９
区
画
の
整
備
が
完
了
の

予
定
で
、
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
事
例
の
集
積
に
よ
る
、
地
道
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
総
合
的
成
果
は
前
出
「
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
に
も
反
映
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
う

し
た
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
へ
の
客
観
的
な
高
評
価
に
、

こ
れ
か
ら
は
新
幹
線
開
業
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

「
新
た
な
成
果
」が
加
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
数
々
の
魅
力
的
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
、
嬉

野
市
の
本
領
発
揮
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
」（
村
上
市

長
）と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
２
月
１
日
）

次世代育成の一環、タブレット端末活用の
「オンライン英会話」は令和4年から市内全小
学校で実施中

令和4年稼働の施設園芸団地「スマートアグリ宮ノ元」は農業再
活性化の基盤（入植者第1号・トマト農家の収穫作業風景）

人気の公衆温泉浴場「シーボルトの湯（嬉野温泉）」。名称の由来は江戸参府の途中
にあの医師シーボルトがこの地の泉質調査をしたことから
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